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1. 事業活動の概要 
事業所名 

日昇工業株式会社 

代表取締役 

   須澤 恭市 

所在地 

   福島県二本松市下川崎字花立山 21-1 

環境管理責任者 

須澤 恭市 

環境管理担当者 

本多 孝志 

連絡先 

      TEL    0243-54-2636 

      FAX    0243-54-2265 

      Mail   nissho@poem.ocn.ne.jp 

事業内容 

   自動車用・産業用ガスケット製品、及び金型の製造 

事業の規模 

   資本金  5,000 万円 

   社員数  71 

   設立   1976 年 1 月 

   建築面積 3,434.2 ㎡ 

敷地面積 26,630 ㎡ 

売上高  7 億 0,100 万円 

生産量  3,890 万個/年 

            EA21 認証取得年月日  認証取得年月日 2007 年 6 月 11 日  

                    直近     更新・登録日   2021 年 6 月 11 日 

2. 対象範囲 

認証・登録範囲 

当社の全組織・全活動を認証登録範囲とする 

レポートの対象期間及び発行日 

活動期間        ：2022 年 1 月 1 日～2022 年 12 月 31 日 
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3.  
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作成日：2021年5月24日

総務係

品質管理課

事務局：渡部K　本多K

１係 2係

環境組織図

設備管理係

製造課

金型係品質管理係 3係

環境最高責任者
[社長 ]

環境管理責任者
[ 社長 ]

・環境管理責任者の任命
・経営資源の提供
・環境経営方針を制定する
・環境活動結果の評価と見直し

・EA21の確立、推進、維持
・EA21の運用実績の情報提供
・EA21の活動結果の報告

・分別による、廃棄物排出量の削減
・照明の消灯、空調機温度管理の徹底、アイドリングストップ、エコドライブによるＣＯ２削減
・節水による水使用量の削減

・分別による、廃棄物排出量の削減
・照明の消灯、空調機温度管理の徹底、
によるＣＯ２削減
・節水による水使用量の削減

・EA21推進会議の事務局
・環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の
自己チェックの実施

・環境関連法規等チェックリスト作成

・手順書作成及びテスト・訓練・教育訓練の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・経営に於ける課題とチャンスの整理



4.  環境経営方針〈環境経営理念〉 

日昇工業株式会社は、自動車用・産業用ガスケット製品、及び金型を   

製造する事業活動を行っております。私たちは、事業活動を通して、   

環境関連法規を遵守し地球と地域の環境の保全に貢献します。 

                     〈環境保全への行動指針〉 

1.エコアクション２１に基づいた、環境経営システムを積極的に活用・  

維持し、ガスケット製品、及び金型の製造において継続的な環境負荷

の低減に取組みます。 

2.環境への取組みとして、特に次の事項に取組みます。 

⚫ 日昇工業における、電気・化石燃料の削減 

⚫ 水の使用量削減 

⚫ 工場から排出される廃棄物の削減及び適正処理の推進 

3. 省資源・省エネルギー活動の推進に努めます 

4. グリーン購入を推進し環境負荷の低減に努めます 

5. 環境関連法規や当社が約束したことを遵守します 

6. 環境経営システムの内容を、全社員に周知徹底し、環境に対する 

意識の向上に努めます 

7. 環境への取り組みを環境経営レポートとしてとりまとめ社内外に

公表します。                       改訂 2021 年 5 月 24 日 

日昇工業株式会社 

代表取締役 須澤 恭市 
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5. 環境経営目標（中長期） 
  当 社 に お け る 中 長 期 、 環 境 目 標 を 下 記 の と お り 定 め ま し た 。
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6. 環境経営目標及び実績 

 

2022 年度の環境経営目標及び実績は下記の通りです。2022 年度は、エコアクシ

ョン認証後、16年目ということで、下記の数字を削減目標に設定致しました。 

  

 

2022 年度の環境活動は、「9 項目中」目標を達成した項目が、「電力の削減」「二酸化

炭素」」「金属屑」「廃油」の 4 項目となり今後の活動において、未達成となった要因

を分析して対策を講じなければなりません。                             
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目標と実績

詳細

実績 評価 目標 実績 評価

削減率％ 1.0％削減

(kWh/千円） 1.280 1.261 1.233

実数　KWｈ 928,596 - 864,551

削減率％ 1.0％削減

(ℓ/千円） 0.007720 0.007604 0.010165

実数　（ℓ） 6,946 6,876 7,126.21

ガソリン使用量 実数（ℓ） 112.00 - 222.84

軽油使用量 実数(ℓ） 2,507.13 - 2,353.37

灯油使用量 実数(ℓ） 2,986 - 4,550

削減率％ 1.0％削減

(kg-CO2/千円） 0.68871 0.67837 0.67609

実数（kg-CO2） 499,819.08 - 473,976.90

(kg/千円） 0.208 0.208 0.207

実数（ｋｇ） 151,032 - 144,919

削減率％ 1％削減

(kg/千円） 0.00596 0.00587 0.00630

実数（ｋｇ） 4,326.2 - 4,420.1

削減率％ 1.0％削減

(ℓ/千円） 0.000293 0.000288 0.000322

実数(ｋｇ） 213 - 236

(kg/千円） 0.0009 0.0009 0.00071

実数（ℓ） 800 - 500

削減率％ 1.0％削減

(ｍ3/千円） 0.00104 0.001024 0.001153

実数(㎥） 759 - 808

グリーン
購入の推進

9 ポイント 62ポイント × 66ポイント 54ポイント ×

＊１．化学物質の使用は当社ではありません。
＊2．グリーン購入品目の購入１品目に対して、１ポイントで換算しております。
＊3．購入電力の二酸化炭素排出係数は、2018年度の東北電力の調整後排出係数0.528kg-CO2を使用した。
＊4．2019年を基に2020年から新たに目標を作成。
＊5.金属屑量においては、レイアウト（歩留まり）が客先指定の為、維持管理とする
＊6.廃油においては、工作機械の潤滑油が98％の為、維持管理とする

2022年
環境目標
項目

NO 管理実施項目 単位
2019年基準年

二酸化炭素
[CO2]
排出量

1 電力の削減 〇 〇

2

化石燃料使用量 〇 ×

内
訳

3
二酸化炭素排出量

（全体）
〇 〇

廃棄物
排出量

4 金属屑量 × 〇

5 一般廃棄物 〇 ×

6

グリーン購入の推進

産業廃棄物 〇 ×

7 廃油 〇 〇

水道使用量 8 水道使用量の削減 〇 ×



7.  環境経営計画及び実績 
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推進項目 取組内容 活動内容 担当場所 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

第一工場 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

第二工場 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

金型 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

事務局による点検
第一工場、第二工場

金型、事務棟 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

消灯を促す啓蒙
活動　「消灯ラベル
の見直し」

第一工場、第二工場
金型、事務棟 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

第一工場 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

第二工場 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

金型 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
事務棟 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

空調機の清掃と点
検

第一工場、第二工場
金型、事務棟 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

第一工場、第二工場
金型、事務棟 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

・アイドリング
ストップ
・エコドライブ

急発進、急加速、
急ブレーキの防止
「意識向上」

トラック、フォークリフト ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

第一工場、第二工場 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

金型 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

事務棟 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
産業廃棄物点検表
による状態の把握

第一工場、第二工場
金型、事務棟 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

一般廃棄物ゴミ収
集時間を決め担当
者が回収

第一工場、第二工場
金型、事務棟 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ダンボール、
リサイクルの向上

事務局 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
コピー用紙の
削減

裏紙使用の徹底化
第一工場、第二工場

金型、事務棟 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
・節水意識の向上
による、使用量削
減　　・節水ラベル
の貼り付け

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

事務局による点検 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

グリーン購入
の推進

グリーン購入
品の購入

文房具等の購入 購入担当者 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

第一工場、第二工場
金型、事務棟

OA機器購入時は、省エネタイプを
選ぶ

廃棄物
排出量削減

分別の徹底

種類別に分別の
徹底

水道使用量
削減

節水

二酸化炭素
排出量削減

照明の消灯

昼休み、離席時、
必要ない場所の消
灯「点検表による
日々の運用」

空調機
温度管理の
徹底

空調の適温化夏季
28℃　冬季21℃と
設定温度を表示し、
点検表による温度
の測定

計画：◯
実績：●

環境経営計画書（2022年度1月～）

2022年度活動計画/実績詳細 



2022年度は、上記の計画に基づいて活動を展開してきました。 

今年度は、コロナウイルス感染症の状況の中で、生産数量の変動が変化し、新規の製

品の受注が増えた中で、エコアクション 21活動を行ってまいりました。 

 

 

■二酸化炭素「CO2」排出量の削減 

＜照明の消灯＞昼休み、離席時、必要ない場所の消灯を実施 

・取組み/運用状態を事務局による点検 

＜空調機温度管理の徹底＞空調の適温化夏季 28℃ 冬季 21℃と設定温度を表示し、 

点検表による温度の測定 

＜アイドリングストップ、エコドライブ＞急発進、急加速、急ブレーキの防止 

＜レイアウト変更＞生産性向上 

 

■廃棄物排出量の削減 

＜分別の徹底＞種類別に表示を作成し、点検表による状態の把握 

・ 各部署から排出されるゴミを紙くず/ダンボール/ビニール系で分別を行い、 

実態の把握と徹底を推進致しました。 

置場の見直しを行い、業者回収頻度を減らしました。 

＜コピー用紙の削減＞裏紙置場を明確に表示し、裏紙使用の徹底（記録類も可とする） 

＜不良率の低減＞資源の有効活用/加工不良原因分析と対策 

＜工程間の仕掛かり削減＞レイアウトの見直しを実施 

■水道使用量の削減 

＜節水意識の向上＞使用量削減（節水ラベルの掲示をし、社員に周知徹底） 

・ 手洗い時の節水 

■グリーン購入の推進 

＜グリーン商品の把握＞商品購入の際、グリーン商品を購入する 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 

主要な環境経営計画/実績詳細 



8.  環境経営計画の取組結果とその評価、 

次年度の取組内容  

 
■二酸化炭素「CO2」排出量の削減 

＜評価＞2022年度は目標「0.67837」に対して「0.67609」と目標達成です。その内訳

においては、電力目標「1.261」に対して「1.233」と目標達成。化石燃料は目

標「0.007604」に対して「0.010165」と目標未達成です。二酸化炭素「CO2」排

出量の構成比率としては、購入電力が「96.2％」になっております。化石燃料

の未達成は軽油の使用量とガソリン使用量が増えたことです。基本の活動を徹

底し、電気使用量を低減する。 

 

■廃棄物排出量の削減 

＜評価：金属屑＞金属屑に関しては、目標[0.208]に対して[0.207]と目標達成です。

これは、生産品目の減少により、前年に比べ使用量が減っております。使用状

況の維持管理に努めます。 

＜評価：一般廃棄物＞一般廃棄物に関しては、目標[0.00587]に対して[0.0063]で、   

目標を達成することが出来ませんでした。2022年度も、自分達で一般廃棄物を

クリーンセンターに搬入できたことはよかったと思う。2023年度も継続的に活

動に取組んでいきます。 

＜評価：産業廃棄物＞産業廃棄物に関しては、目標[0.000288]に対して[0.000322]で、

目標未達成です。2023年度も、使用状況の維持管理に努めます。 

＜評価：廃油＞廃油に関しては、目標[0.0009]に対して[0.00071]で、目標を達成する

ことが出来ました。使用状況の管理維持を徹底し、2023年度も継続的に活動に

取組んでいきます。 

■水道使用量の削減 

＜評価＞水道使用量においては、目標[0.001024]に対して[0.001153]、で目標を達成

することが出来ませんでした。2023年度も節水運動を継続的に取組みます。 

■グリーン 

＜グリーン商品の把握＞商品購入の推進購入の際、グリーン商品を優先的に購入でき

ました。 

2022 年度は、66 ポイントを目標に活動に取組み、54 ポイントで目標を達成するこが

できませんでした。2023年度もグリーン商品を優先的に購入します。 
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取組結果とその評価 
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次年度の取組内容 



9. 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価 

の結果並びに違反、訴訟等の有無 
  (1)適用となる主な環境関連法規 

・ 水質汚濁防止法 

・ 廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

・ 福島県生活環境の保全等に関する条例 

(2)違反、訴訟 

  環境関連法規への違反はありません。なお、関係当局よりの違反等の指摘は、   

ありません。更に、自社で遵守状況をチェックした結果、問題はありません。    

また、地域社会等からの苦情等による指摘もありません。 

10. 代表者による全体評価と見直しの結果. 

(1)環境経営システムの有効性の評価 

エコアクション 21 を認証取得し、16 年が経過致しました。環境への取組みは、日々

定着してきているように思われます。これからは、目的を明確にし、スピードを加速

させ（直ぐに）行動がとれるようになっていきたいとおもいます。今後もエコアクシ

ョン 21 の環境マネジメントシステムを理解し、PDCA サイクルを回し、全員で自発的に

改善に取り組んでいきます。  

(2)環境経営システム変更の必要性 

環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画及び環境経営システム、実施体制等につ

いて、変更の必要はないと判断しています。  

(3)次年度以降の取組の方向性 

   ・生産に応じた、レイアウト変更 

   ・不良対策 

・日常管理の徹底 

   ・OA 機器購入時は、省エネタイプを選ぶ 

・環境活動、役割分担を明確にし、全体朝礼/個別朝礼で訓練実施 
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